























































の圧力効果の大きいものはキュー リー 点の圧力効果も大きくその逆 もまた一般に成立すること
が兄いだされた｡
3･ SC(NH2)2-CO(NH2)2混晶系の相転移




対しk- even, (A,0,g± n∂)に対しh+i-oddである (Ref.1)これは2つのSubla-
tticeが同じ振幅の変調波で変調され,その結果,常誘電相の n-glideを消滅させると考える
ことにより説明されている｡
我々は,SC(NH2)2の逐次相転移が不純物CO(NIi2)2 を入れて混晶にすると,どの様に
なっていくかを調べる目的で実験を行った｡現在迄の結果は次のようである｡
i) CO(Nq)Zの結晶中の濃度は以前の報告例より低く･混晶系を形成しにくい｡
iD相転移点はいずれもわずかに低温側に下がり,圧力を加えた場合の変化と類似している｡
(Ref.2,3) (図1,2)
iD衛星反射の消滅別はPureなSC(NIも)2の場合と (OkZ)面に於ては同じであるが,
(hot)面では異る｡この事は2つのSublatticeの振幅が異ると考えれば,説明できる
と思われる｡ (図3)
iv)相転移とは直接関連しないと思われる散慢散乱が特に b-C面内で強く存在する｡
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